
第34回 全日本篆刻連盟役員展目録
令和6年10月29日(火)～12月8日(日)

№ 役　職 名　　前 印　　文 出　　典

1 理事長 和
わ

 中
なか

　簡
かん

 堂
どう

延壽無極　金石樂文字縁 「抱朴子」内篇・對俗　呉樸

2 副理事長 岡
おか

 野
の

　楠
なん

 亭
てい

絶佇霊素 司空圖詩（二十四詩品）

3 副理事長 綿
わた

 引
ひき

　滔
とう

 天
てん

雕蟲游戯亦神道 査岐昌・論印絶句

4 顧問 柳
やなぎ

　  濤
とう

 雪
せつ

百折不撓 後漢・蔡邕「大尉喬玄碑」

5 参与 宮
みや

 嶋
じま

　泰
たい

 山
ざん

興天無極 －

6 事務局長 岩
いわ

 村
むら

　節
せつ

 廬
ろ

清明象天 荀子

7 副事務局長 鈴
すず

 木
き

　立
りっ

 齋
さい

安身靜體　得鳳 後漢書・禮儀志　蘇軾・次韻答馬忠玉詩

8 副事務局長 権
ごん

 田
だ

　逸
いつ

 廬
ろ

永得安康 易林

9 常任理事 磯
いそ

 貝
がい

　弘
ひろ

 子
こ

事有序 春秋左氏傳

10 常任理事 堀
ほり

 内
うち

　青
せい

 巒
らん

蟻制魚 韓詩外伝

11 常任理事 柳
やなぎ

 澤
さわ

　玉
ぎょく

 暎
えい

月華臨靜夜 梁（六朝）約「応王中丞思遠詠月」

12 常任理事 山
やま

 内
うち

　白
はく

 華
か

臨事而懼 論語「述而篇」

13 監事 新
あら

 井
い

　昭
あき

 江
え

聽則聾 －

14 監事 野
の

 中
なか

　穎
えい

 僊
せん

獨往 荘子・在宥　列子・力命

15 理事 板
いた

 垣
がき

　雅
が

 峰
ほう

平安富貴萬歳 瓦當塼文

16 理事 大
おお

 石
いし

　嵓
がん

 々
がん

只可自怡悦 陶弘景

17 理事 尾
お

 花
ばな

　大
たい

 虚
きょ

印癖　華勉私印　太虗(虚)　太虗(虚) 自用印

18 理事 香
か

 月
つき

　久
く

 遠
おん

報謝至德 －

19 理事 加
か

 藤
とう

　秀
しゅう

 慧
けい

羣衆未縣　道无雙 呉昌碩の游印より

20 理事 鎌
かま

 倉
くら

　雅
まさ

 代
よ

小窗半夜青燈雨 真山民詩

21 理事 川
かわ

 内
うち

　伯
はく

 豐
ほう

師厳然後道尊 －

22 理事 木
き

 全
また

　良
りょう

 一
いち

愚公移山 列子

23 理事 小
こ

 池
いけ

　大
だい

 龍
りゅう 鶴壽千歳　得時者昌　彊其骨

鶴壽　日利千金　壽昌

淮南子　列子　老子語

淮南子　漢吉語　漢吉語

24 理事 坂
さか

 本
もと

　由
よし

 朗
ろう

池魚故淵 陶潜詩「帰田園居」其一詩句

25 理事 髙
たか

 野
の

　芳
ほう

 月
げつ

壽樂　慶澤　武陵春 説苑　元微　駱賓王

26 理事 辻
つじ

　  成
せい

 軒
けん

荘敬恭順 －

27 理事 滑
なめ

 田
た

　燿
よう

 齋
さい

殷鑑不遠 詩経

28 理事 橋
はし

 爪
づめ

　蘇
そ

 碩
せき

出籃而更青 荀子

29 理事 日
ひ

 比
び

 野
の

　妃
ひ

 扇
せん

靁罷不停聲 禅語



№ 役　職 名　　前 印　　文 出　　典

30 理事 森
もり

 上
かみ

　象
しょう

 玉
ぎょく 務民之義敬鬼神而遠之　人之生也直

一簞食一瓢飮在陋巷　居敬
論語雍也

31 理事 山
やま

 口
ぐち

　蓉
よう

 舫
ほう

矜不爭　鑑不辭形 論語・衛霊公上　説苑・雑言

32 理事 山
やま

 本
もと

　山
さん

 罍
らい

世平道明 王褒

33 理事 山
やま

 本
もと

　陽
よう

 一
いち

仁者樂山 論語

34 評議員 秋
あき

 山
やま

　博
はく

 華
か

負析薪
せきしんをおう

（子孫が父祖の業を繫栄させること） 春秋左氏伝
しゅんじゅうさしでん

35 評議員 鵤
いかるが

　　靁
らい

 轟
ごう

萬物一齊　鼓腹遊 荘子・秋水篇　荘子・馬蹄篇

36 評議員 石
いし

 田
だ

　子
し

 鳳
ほう

永永無窮 史記

37 評議員 上
うえ

 前
まえ

　総
のぶ

 子
こ

韋編三絶 「史記」孔子世家

38 評議員 大
おお

 江
え

　碩
せき

 水
すい

龍得水 漢「塩鉄論」桓寛

39 評議員 大
おお

 畑
はた

　豐
ほう

 泉
せん

雲龍井蛙 －

40 評議員 川
かわ

 内
うち

　繚
りょう

 華
か

處物爲義 －

41 評議員 木
きの

 下
した

　耕
こう

 雲
うん

愚者千慮必有一得 史記

42 評議員 後
ご

 藤
とう

　華
か

 泉
せん

虚靜恬淡 荘子天道篇

43 評議員 清
せい

 　悛
しゅん

 玲
  れい

禽困覆車 戦国策

44 評議員 髙
たか

 島
しま

  濤
とう

 翠
 すい

和気香風 －

45 評議員 千
ち

 葉
ば

　寿
とし

 幸
ゆき

非敢為佞 論語

46 評議員 筒
つつ

 井
い

　利
り

 江
え

不忘敬 －

47 評議員 土
ど

 井
い

　広
ひろ

 己
み

治亂興亡 欧陽脩「朋党論」

48 評議員 中
なか

 塚
つか

　  仁
ひとし

獨立不遷 －

49 評議員 中
なか

 山
やま

　白
はく

 堂
どう

窺避掩覆 伝習録

50 評議員 西
にし

 山
やま

　鐵
てつ

 廬
ろ

慶光萬世 廣川王祖母太妃侯造像記

51 評議員 原
はら

　　龍
りゅう

 児
じ

道法自然 －

52 評議員 福
ふく

 田
だ

　典
てん

 竹
ちく

千
せん

思
し

萬
ばん

考
こう

－

53 評議員 堀
ほり

 澤
さわ

　超
ちょう

 山
ざん

蘭薫桂馥 駱賓主

54 評議員 増
ます

 田
だ

　佳
か

 豊
ほう

任運騰騰 往生要集

55 評議員 水
みず

 谷
たに

　三
さん

 兆
ちょう

徳有鄰 論語

56 評議員 三
み

 森
もり

　春 蘭
しゅん らん

民之秉彝 詩経

57 評議員 山
やま

 﨑
ざき

　曲
きょく

 全
ぜん

道拙以成 菜根譚

篆 刻 美 術 館


